
画
や
ド
ラ
マ
の
配
役
に
「
國
村

隼
」
の
名
前
を
見
る
と
、
そ
の

作
品
へ
の
期
待
値
が
高
ま
り
ま
す
。
脇

を
か
た
め
る
俳
優
陣
に
実
力
者
が
揃
え

ば
、
作
品
は
「
い
い
味
」
で
あ
る
こ
と

が
多
い
か
ら
で
す
。
ピ
ノ
・
ノ
ワ
ー
ル

な
ど
高
貴
品
種
を
主
役
級
の
俳
優
に
た

と
え
る
な
ら
、
ブ
ラ
ッ
ド
・
ピ
ッ
ト
、

マ
ッ
ト
・
デ
イ
モ
ン
ら
豪
華
俳
優
陣
が

出
演
す
る
「
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
11
」
は
、

前
菜
か
ら
メ
イ
ン
ま
で
、
す
べ
て
高
貴

品
種
で
楽
し
む
ハ
リ
ウ
ッ
ド
王
道
ス
タ

イ
ル
。
で
も
、
と
き
に
は
ワ
イ
ン
の
名

脇
役
た
ち
に
も
目
を
向
け
て
み
る
の
も

面
白
い
も
の
で
す
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
「
ナ
イ
ア
ガ
ラ
」
は

往
々
に
し
て
「
脇
役
以
下
」
な
扱
い
を

受
け
が
ち
で
す
が
、
イ
メ
ー
ジ
を
大
き

く
変
え
て
く
れ
た
の
が
、
あ
る
席
で
体

験
し
た
ナ
イ
ア
ガ
ラ
と
寿
司
と
の
競
演

で
し
た
。
そ
も
そ
も
イ
メ
ー
ジ
の
段
階

で
切
り
捨
て
ら
れ
が
ち
な
こ
の
組
合
せ

で
す
が
、
意
外
や
意
外
、
ひ
と
通
り
の

ネ
タ
に
合
わ
せ
て
楽
し
め
た
の
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
通
り
一
遍
な
影
の
薄
い
ブ

ド
ウ
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
。
一
度
飲
ん
だ

ら
忘
れ
な
い
強
烈
な
個
性
は

口
中
に
表
現
さ
れ
つ
つ
も
、

魚
卵
系
と
も
面
白
い
掛
け
合

い
を
見
せ
て
く
れ
る
。
ま
さ

に
名
脇
役
の
存
在
感
。さ
ぁ
、

こ
の
隠
れ
た
名
優
は
、
ど
ん

な
舞
台
（
グ
ラ
ス
）
で
そ
の

真
価
を
発
揮
し
た
の
か
？ 

続
き
は
リ
ー
デ
ル
・
ジ
ャ
パ

ン
H 

P
ブ
ロ
グ
に
て
！

映
隠れた名優による
   表現を受け止めるグラス

このワインには
このグラスを香り、味わいとも、「もっとも

ピントが合う」。寿司との相性
は「鉄板」。ひと回り大きい「ア
ルザス」は入手可能。（参考品）

ソムリエ シリーズ
『ボジョレ－』
グラス（左）

ヴィノム エクストリーム シリーズ
『リースリング／
ソーヴィニヨン・ブラン』グラス（中）

品種特有の香りを最大限に再
現。舌上の流れは直線的。味の
バランスよく甘みを感じつつも
さっぱりした余韻。（4,200円）

ヴィノム シリーズ
『オークド・シャルドネ
（モンラッシェ）』グラス（左）

高貴品種とは異なる、郷愁を感
じる果実味と酸味がしかと口中
に残る。「ナイトハーベスト」
にも「鉄板」グラス。（3,675円）

玉利博之 （代表取締役社長）
今回訪問した生産者

「飲み物の個性がグラス形状を決定する」との基本理念を掲げる
リーデル。あらゆる品種のワインにマッチするグラスを提供すべ
く、世界中のワイン生産者と納得のゆくまでテイスティングを繰
り返す。このテイスティングこそが、リーデルならではの“ワー
クショップ”。こうして、最適なグラス形状が探し当てられるのだ。

リーデル式
グラス開発プロセス
”ワークショップ”とは？

1971年、神奈川県生まれ。ソ
ムリエ呼称資格を取得後、ボル
ドーに遊学。帰国後、日本初の
リーデル社ワイングラス・エ
デュケイターに。

庄司大輔
Daisuke Shoji

P
hoto : O

sam
u M

atsuo   Text : D
aisuke S

hoji

名
門
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス「
リ
ー
デ
ル
」。
そ
の
美
し
き
グ
ラ

ス
形
状
は
、
世
界
中
の
生
産
者
た
ち
と
の
〞
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
〞
か
ら
生
ま
れ
た
。
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
の
庄
司

と
造
り
手
と
の
対
話
か
ら
、
選
ば
れ
る
グ
ラ
ス
と
は
？

グラ
スエデュケイター

庄司
大輔と考える

グ
ラ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ 
日
本
ワ
イ
ン 

で

熊本ワイン
3

国内産ナイアガラ種使用。みず
みずしく甘く豊かな香りは、ま
るで果実の爆弾。甘口で爽やか
な酸が特徴。ワインコンクール
で上位の受賞歴も。にぎり寿司
の生魚、貝類などと合わせても
まったく生臭さを感じさせず最
高のマリアージュが楽しめる。

ナイアガラ N.V.
熊本ワイン
Niagara N.V.
Kumamoto Wine

1964年山梨県生まれ。十
数年ワイン業界に従事し、
09年より熊本ワイン社長。
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